
テレメトリデータのストリーミング

このドキュメントは、テレメトリデータおよびそのコアコンポーネントのストリーミングプ

ロセスを理解するのに役立ちます。

•スコープ（1ページ）
•必要性（1ページ）
•利点（2ページ）
•テレメトリの方法（2ページ）

スコープ
テレメトリをストリーミングすることによって、ユーザは設定されている受信先にデータを直

接送信できます。このデータを分析やトラブルシューティングに使用することで、ネットワー

クの健全性を維持できます。これは、マシン間通信の機能を利用して実現されます。

このデータは、開発および運用（DevOps）の担当者により、ネットワーク内の分析をリアル
タイムで収集してネットワークを最適化し、問題が発生した箇所を特定し、協力しながら問題

を調査する目的で使用されます。

必要性
分析やトラブルシューティングのためのデータ収集は、ネットワークの健全性をモニタリング

する上で常に重要な要素であり続けています。

IOS XRは、ネットワークからデータを収集するための、SNMP、CLIや Syslogといった複数
のメカニズムを提供します。これらのメカニズムには、自動化や拡張に対する制約がありま

す。ネットワーク要素からのデータの最初の要求がクライアントから出された場合、プルモデ

ルの使用が制限されることもその制約の 1つです。プルモデルは、ネットワーク内に複数の
ネットワーク管理ステーション（NMS）がある場合は拡張しません。このモデルを使用する
と、クライアントが要求した場合に限り、サーバがデータを送信します。このような要求を開

始するには、手動による介入を続けて行う必要があります。このような手動による介入を続け

ると、プルモデルの効率が失われます。
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ネットワーク状態インジケータ、ネットワーク統計情報、および重要なインフラストラクチャ

情報がアプリケーションレイヤに公開され、操作性能の向上やトラブルシューティング時間の

短縮に使用されます。プッシュモデルはこの機能を使用して、ネットワークからデータを継続

的にストリーミングし、クライアントに通知します。テレメトリはプッシュモデルをイネーブ

ルにし、モニタリングデータにほぼリアルタイムでアクセスできるようにします。

テレメトリのストリーミングでは、対象のデータを IOS XRルータから選択し、そのデータを
モニタリング用として構造化形式でリモート管理ステーションに送信するメカニズムを提供し

ます。このメカニズムは、リアルタイムのデータに基づいてシームレスに運用する上で重要な

ネットワークの自動調整を可能にします。テレメトリを通じて頻繁に得られるきめ細かいデー

タが、パフォーマンスのモニタリングを向上させ、それによって優れたトラブルシューティン

グが行えます。これにより、サービス効率の高い帯域幅の使用率、リンク使用率、リスク評価

および管理、リモートモニタリングおよび拡張性の向上に役立ちます。つまり、テレメトリの

ストリーミングは、モニタリングプロセスを大規模なデータセットの高速抽出と分析を可能に

して意思決定を改善するビッグデータ計画へと転換します。

利点
ストリーミングされたリアルタイムテレメトリデータは次の場合に役に立ちます。

•トラフィックの最適化：ネットワーク内でのリンク使用率やパケットのドロップ数を頻繁
にモニタリングすると、リンクの追加や削除、トラフィックのリダイレクト、ポリシング

の変更などを簡単に行えます。高速再ルーティングのようなテクノロジーにより、ネット

ワークは新しいパスに切り替わり、SNMPポーリングインターバルメカニズムよりも迅
速に再ルーティングできます。テレメトリデータのストリーミングは、高速トラフィック

に対して迅速に応答できるようにするために役立ちます。

•予防的トラブルシューティング：特定の期間に問題のある状態が発生した後の障害状況を
迅速に検出したり、回避するために役立ちます。

テレメトリの方法
テレメトリデータは、次の方法でストリーミングできます。

•モデル駆動型テレメトリ：MDT対応デバイスから宛先へとデータをストリームするメカ
ニズムを提供します。ストリーミングされるデータは、サブスクリプションによって駆動

されます。設定には次の 2つの方法があります。

•パターンベースのテレメトリ：パターンベースのテレメトリ（CDT）は、設定された
パターンでデータ（運用統計および状態遷移）を継続的にストリームします。スト

リーミングされたデータは、ユーザがネットワーク内のパターンを厳密に識別するの

に役立ちます。たとえば、インターフェイスカウンタに関するデータのストリーミン

グなどです。
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•イベントベースのテレメトリ：イベント駆動型テレメトリ（EDT）は、状態遷移が発
生した場合にのみデータをストリーミングすることによって、受信側で収集される

データを最適化します。たとえば、インターフェイスの状態が遷移したときや、IP
ルートの更新時などにのみデータをストリーミングします。

EDTは、インターフェイスイベント、ルーティングステート
（RIBイベント）、および Syslogイベントでのみサポートされて
います。

（注）

•ポリシーベースのテレメトリ：ポリシーファイルを使用してテレメトリデータを宛先に
ストリームします。ポリシーファイルは、ストリーミングされるデータと、データがスト

リーミングされる頻度を定義します。

モデル駆動型テレメトリは、ポリシーベースのテレメトリより優先されます。（注）
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